
昨
年
十
一
月
、
天
龍

峡
大
橋
が
開
通
し
た
。

令
和
の
天
龍
峡
の
新
し

い
姿
で
あ
る
。
そ
れ
に

先
だ
っ
て
、
昨
年
末
、

飯
田
市
立
中
央
図
書
館

で
は
「
天
龍
峡
」
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
特
設
さ

れ
、
関
係
書
籍
や
写
真

等
が
展
示
さ
れ
た
。

そ
の
中
に
標
題
の
二

書
が
あ
っ
た
の
で
、
目

に
留
め
ら
れ
た
方
も
あ

ろ
う
。
い
ず
れ
も
か
な

り
昔
の
本
だ
け
に
、
読

む
人
も
希
だ
と
思
う
か

ら
、
こ
の
機
に
両
書
の

内
容
を
概
観
し
て
み
た

い
。簡

単
に
言
っ
て
し
ま

え
ば
、
こ
れ
ら
の
二
冊

は
名
勝
地
天
龍
峡
を
訪

れ
た
文
人
や
作
家
の
作

品
集
で
あ
る
。
そ
れ
も

天
龍
峡
命
名
以
来
の
来

峡
者
な
の
で
、
作
者
も

作
品
数
も
少
な
く
な

い
。ま

ず
明
治
四
十
五
年

に
発
行
さ
れ
た
『
天
龍

峡
』（
発
光
堂
刊
）
で
あ

る
。
七
十
�
余
の
本
書

は
発
行
以
来
既
に
一
世

紀
以
上
経
て
い
る
の

で
、
寄
稿
者
の
生
没
年

や
経
歴
等
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

そ
こ
で
、
南
信
州
新
聞

社
の
小
田
嶋
正
勝
氏
が

既
に
調
べ
ら
れ
た
、
当

該
書
の
寄
稿
者
一
覧
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

本
書
の
編
者
は
、
か

つ
て
当
地
の
紹
介
と
発

展
に
尽
力
し
た
関
島
松

泉
の
外
孫
上
柳
緑
（
一

八
六
八
〜
一
九
三
八
）

で
あ
る
。
氏
は
、
飯
田

市
伝
馬
町
村
田
屋
の
主

人
で
、
県
会
議
員
や
飯

田
町
長
を
歴
任
し
、
書

画
・
短
歌
・
俳
句
を
よ

く
し
た
文
化
人
で
あ

る
。
平
洲
・
紅
雲
・
外

川
等
の
号
を
持
つ
。

表
紙
の
題
字
は
、
医

師
で
能
書
家
の
永
坂
石

�
で
あ
る
。
以
下
、
南

画
の
大
家
田
能
村
直
入

の
口
絵
を
始
め
と
し

て
、
元
老
院
議
官
や
貴

族
院
議
員
を
歴
任
し
た

野
村
素
軒
、
同
様
の
経

歴
を
持
つ
華
族
久
我
通

久
（
梅
菴
）
や
東
久
世

通
禧
（
竹
亭
）
等
の
書

字
が
続
く
。
揮
毫
者

は
、
幕
末
か
ら
明
治
の

政
治
家
や
顕
官
で
あ

る
。
次
い
で
、
天
龍
峡

十
勝
の
写
真
が
添
え
ら

れ
る
。

編
者
は
例
言
で
、
本

書
の
目
的
は
天
龍
峡
の

勝
を
伝
え
る
こ
と
で
、

作
品
の
巧
拙
を
問
う
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
明

言
し
て
い
る
。
ま
た
、

編
纂
に
当
た
っ
て
は
、

（
発
刊
時
、
既
に
故
人

と
な
っ
て
い
た
）
善
勝

寺
住
職
高
松
陸
舟
、
旧

飯
田
中
学
校
教
師
千
野

鳩
林
、
新
聞
社
社
員
小

林
天
龍
の
三
氏
が
尽
力

し
た
こ
と
を
記
し
、
そ

の
功
績
を
讃
え
て
い

る
。当

該
書
の
中
心
で
あ

る
作
品
集
の
多
く
は
詩

文
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

詩
は
漢
詩
、
文
は
漢
文

で
あ
る
。
そ
の
最
初

は
、
天
龍
峡
の
命
名

者
、
阪
谷
朗
盧
の
「
天

龍
峡
記
」、次
に
同
地
の

功
労
者
関
島
松
泉
の
漢

文
が
続
く
。

以
下
、
最
も
多
い
の

は
五
言
絶
句
・
七
言
絶

句
等
の
漢
詩
で
あ
る
。

作
品
の
掲
載
順
は
、
詩

が
作
ら
れ
た
年
代
順
と

思
わ
れ
る
。
漢
詩
は
作

者
別
に
記
さ
れ
、
川
路

の
郷
医
関
島
松
泉
と
十

勝
の
磨
崖
碑
を
揮
毫
し

た
日
下
部
鳴
鶴
の
十
勝

詩
が
最
初
を
飾
る
。

集
中
特
に
多
い
の

は
、
十
勝
名
を
明
記

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
詩

を
賦
し
た
十
勝
詩
で
あ

る
。
十
勝
は
、
誰
の
作

も
全
て
垂
竿
磯
・
烏
帽

石
・
姑
射
橋
・
帰
鷹
崖

・
浴
鶴
巌
・
烱
々
潭
・

樵
廡
�
・
仙
牀
盤
・
芙

容
�
・
龍
角
峰
の
順
に

配
列
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
十
勝
詩
の

作
者
は
、
右
の
二
人
の

他
、
丁
野
二
南
・
水
谷

奥
嶺
・
神
波
即
山
等
、

十
余
名
を
数
え
る
。
一

方
、
十
勝
に
こ
だ
わ
ら

ず
詠
じ
た
作
者
も
巌
谷

一
六
を
始
め
、
土
方
泰

山
・
福
田
静
處
・
遠
山

乾
齊
等
、
か
な
り
多

い
。そ

れ
ら
の
間
、
適
当

な
間
隔
を
置
い
て
、
天

龍
峡
十
勝
の
挿
絵
と
印

譜
が
そ
れ
ぞ
れ
一
�
ず

つ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
挿
絵
は
、「
常
山
」

の
落
款
の
み
で
署
名
も

無
く
、
未
だ
誰
の
作
と

も
判
明
し
な
い
。
印
譜

は
署
名
や
落
款
は
無
い

が
、
小
田
嶋
氏
の
研
究

か
ら
、
岡
谷
の
篆
刻
家

八
幡
郊
處
の
作
と
知
れ

た
。本

書
後
編
は
、「
天
龍

峡
和
歌
」
と
題
さ
れ
た

天
龍
峡
を
詠
ん
だ
歌
で

あ
る
。
冒
頭
は
十
勝
ご

と
に
各
一
首
づ
つ
詠
ん

だ
萩
原
巌
雄
の
和
歌
で

あ
る
。
次
い
で
、
松
波

遊
山
・
宮
地
巌
夫
・
逸

見
沖
三
郎
等
、
天
龍
峡

来
遊
者
の
歌
が
あ
り
、

郷
土
作
家
館
松
千
足
の

長
歌
へ
と
続
く
。

そ
の
後
は
、
十
勝
ご

と
に
和
歌
や
俳
句
が
四

〜
六
作
品
ず
つ
ま
と
め

て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

作
者
は
、
教
育
者
で
歌

人
だ
っ
た
有
賀
盈
重
・

伍
和
村
戸
長
で
実
行
教

教
長
だ
っ
た
原
重
輿
・

政
治
家
で
書
家
、
俳
人

だ
っ
た
北
原
痴
山
（
芋

作
）
・
飯
田
町
戸
長
や

神
官
だ
っ
た
奥
村
収
蔵

・
連
合
戸
長
や
県
会
議

員
だ
っ
た
今
村
茂
穂
の

五
人
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
、
当
時
の
飯
田
下
伊

那
の
政
治
・
社
会
・
文

化
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
文
化
人
で
あ
る
。

跋
文
は
薄
井
小
蓮

（
龍
之
）。福
田

静
處
は
末
尾

に
、
編
者
が
松

泉
の
遺
志
を
継

い
で
本
書
を
完

成
さ
せ
た
こ
と

を
短
く
述
べ
て

い
る
。
本
書
の

影
響
も
あ
っ
て

か
、
こ
れ
以
後
、
天
龍

峡
に
は
大
勢
の
人
々
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。

＊

そ
れ
か
ら
約
四
十
年

後
の
昭
和
二
十
七
年
、

今
村
良
夫
編
の
『
天
龍

峡
』（
下
伊
那
短
歌
協
会

刊
）
が
発
行
さ
れ
た
。

編
集
者
の
今
村
良
夫

（
一
九
〇
一
〜
一
九
八

二
）
は
、
戦
前
に
旧
川

路
村
助
役
、
戦
後
に
教

育
委
員
長
や
公
民
館
長

と
し
て
活
躍
し
た
歌
人

・
郷
土
史
家
。
天
龍
峡

の
研
究
や
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
た
。

氏
は
、
百
三
十
�
程

の
こ
の
本
に
、
十
勝
に

代
表
さ
れ
る
狭
義
の
天

龍
峡
は
も
ち
ろ
ん
、
広

く
同
地
を
中
心
と
し
た

天
龍
川
水
系
に
関
わ
る

紀
行
・
随
筆
・
詩
歌
・

伝
承
を
抄
出
し
て
載
せ

て
い
る
。
ま
た
氏
は
、

前
書
を
承
け
る
も
の
と

し
て
本
書
を
編
み
、
前

書
掲
載
作
品
と
の
重
複

を
避
け
て
い
る
。

中
川
紀
元
の
表
紙
絵

を
も
つ
こ
の
本
に
は
、

外
国
人
を
含
む
三
十
三

人
の
作
品
が
作
者
別
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
作

品
の
種
類
や
長
短
は

様
々
だ
が
、
い
ず
れ
も

作
者
の
紹
介
や
出
典
が

添
え
て
あ
る
。
掲
載
作

家
は
概
ね
よ
く
知
ら
れ

た
人
な
の
で
、
こ
こ
で

は
そ
の
説
明
は
省
き
、

掲
載
順
を
変
え
て
、
そ

れ
ら
作
者
を
以
下
に
ま

と
め
て
紹
介
す
る
。

ま
ず
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
本
書
に
お
い
て

も
、
阪
谷
朗
盧
の
「
遊

天
龍
峡
記
」
と
日
下
部

鳴
鶴
の
作
品
（
書
簡
）

が
始
め
に
登
場
す
る
。

（
実
際
に
は
そ
の
前
に

古
歌
と
市
川
白
猿
の
旅

日
記
が
あ
る
）
次
い

で
、
登
山
家
の
ウ
ェ
ス

ト
ン
（
英
文
と
岡
村
精

一
訳
文
）
や
小
島
烏
水

の
天
龍
川
紀
行
の
文
章

が
続
く
。

歌
人
で
は
、
斎
藤
茂

吉
・
今
井
邦
子
・
斎
籐

瀏
・
尾
上
柴
舟
・
佐
佐

木
信
綱
・
中
原
綾
子
等

が
選
ば
れ
、
載
録
歌
も

多
い
。
俳
人
で
は
、
荻

原
井
泉
水
・
臼
田
亜
浪

・
松
本
た
か
し
・
富
安

風
生
が
あ
げ
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
句
が
並
ぶ
。

詩
人
で
は
大
和
田
建
樹

・
白
鳥
省
吾
、
童
話
作

家
で
は
巌
谷
小
波
が
選

抜
さ
れ
、
各
人
の
詩
や

随
筆
が
載
る
。

意
外
に
感
じ
る
の

は
、
画
家
や
鋳
金
家
に

よ
る
文
学
作
品
で
あ

る
。横
山
大
観
の
画
談
、

川
合
玉
堂
の
短
歌
、
有

島
生
馬
の
俳
句
、
正
宗

得
三
郎
の
随
筆
、
香
取

秀
真
の
短
歌
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
芸
術

家
は
、
文
学
に
も
造
詣

が
深
か
っ
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
、
前
書
で
多

く
見
ら
れ
た
漢
詩
人
は

影
を
ひ
そ
め
、
志
賀
重

昂
・
国
分
青
�
・
国
府

犀
東
等
二
〜
三
で
、
作

品
数
も
少
な
い
。
そ
の

他
、
教
育
者
の
新
渡
戸

稲
造
・
矢
沢
邦
彦
・
小

原
福
治
、
小
説
家
の
葉

山
嘉
樹
・
久
米
正
雄
、

倫
理
学
者
の
和
辻
哲
郎

等
、
な
か
な
か
多
彩
の

人
々
の
作
品
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

明
治
以
降
、
大
正
か
ら

昭
和
前
半
期
に
か
け

て
、
多
数
の
著
名
作
家

が
天
龍
峡
を
訪
れ
、
多

く
の
作
品
を
遺
し
て
い

る
こ
と
に
驚
く
。

最
後
に
両
書
の
掲
載

作
品
や
作
家
を
比
べ
て

み
る
。
ま
ず
作
品
で

は
、
前
の
書
が
漢
詩
・

漢
文
・
和
歌
中
心
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
後
の

書
は
口
語
の
散
文
が
多

い
。
ま
た
、作
家
で
は
、

前
書
が
政
治
的
な
名
士

や
郷
土
文
化
人
が
多
い

の
に
比
し
て
、
後
書
は

斯
道
に
お
け
る
著
名
作

家
が
目
立
つ
。
と
も

に
、
時
代
や
社
会
・
文

化
の
変
遷
・
推
移
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
か
ろ

う
。以

後
、
天
龍
峡
に
関

す
る
こ
れ
ほ
ど
本
格
的

な
作
品
集
は
発
行
さ
れ

て
い
な
い
。
紙
面
の
都

合
上
、
実
際
の
作
品
は

一
作
も
紹
介
で
き
な
か

っ
た
う
え
に
、
こ
の
種

の
説
明
で
は
わ
か
り
に

く
か
ろ
う
と
思
う
の

で
、
両
書
の
ご
一
読
を

お
勧
め
し
て
本
稿
を
終

え
る
。

（
物
故
者
敬
称
略
）

【
天
龍
村
平
岡
】

上柳緑編『天龍峡』

今村良夫編『天龍峡』
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